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東京都 
株式会社 丹下都市建築設計 社長 石野靖博氏（建築家）
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東
京
都
庁
舎
﹇
東
京
都
・
新
宿
区
﹈

時
空
を
超
え
、ビ
ジ
ネ
ス
を
育
む
名
建
築
た
ち

　

東
京
都
庁
舎
が
丸
の
内（
現
在
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

場
所
）か
ら
新
宿
へ
の
移
転
を
完
了
し
た
の
は
1
9
9
1
年
3
月

の
こ
と
だ
っ
た
。「
移
庁
作
戦
」と
銘
打
た
れ
た
移
転
作
業
は

周
到
な
準
備
の
も
と
前
年
10
月
に
始
め
ら
れ
、輸
送
に
要
し
た

2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
は
延
べ
約
3
5
0
0
台
に
の
ぼ
っ
た
。都
民

サ
ー
ビ
ス
と
行
政
の
停
滞
を
招
か
ぬ
よ
う
、作
業
は
毎
週
末

と
祭
日
に
進
め
ら
れ
、1
9
9
1
年
4
月
1
日
に
新
都
庁
舎

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

　

新
旧
両
方
の
都
庁
舎
を
設
計
し
た
人
物
が
、丹
下
健
三
だ
。

33
の
国
・
地
域
で
3
5
0
以
上
の
建
築
を
手
掛
け
た
丹
下
が
、

世
界
で
最
も
有
名
な
日
本
人
建
築
家
で
あ
る
こ
と
は
論
を

ま
た
な
い
。設
計
当
時
、丹
下
は
72
歳
。名
だ
た
る
建
築
作
品
や

海
外
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
数
多
く
手
掛
け
て

な
お
、建
築
へ
の
飽
く
な
き
探
究
心
を
有
し
て
い
た
。世
界
の

“

T
A
N
G
E”

が
磨
き
上
げ
て
き
た
建
築
哲
学
を
具
現
化

し
た
、世
界
都
市
東
京
の
シ
ン
ボ
ル
が
東
京
都
庁
舎
だ
。 

い
ち
ょ
う



国立代々木競技場（1964年）。吊り構造による大空間を実現した

広島平和記念資料館（1955年）。
同館を含む広島平和記念公園
全体の設計も丹下が担った

東京湾上に都市を配置するという未来構想「東京計画1960」
写真：川澄・小林研二写真事務所 川澄明男
 

シンガポール OUBセンター
（現ワン・ラッフルズ・
プレイスタワー１，1986年）
写真：©村井修　

ナイジェリアの首都・
アブジャの都心計画
（1979年）
写真：©村井修　

マスタープランを担当した日本万国博覧会
（1970年，大阪）　写真：新建築社 荒井政夫

平面図、立面図提供：株式会社丹下都市建築設計

第一本庁舎は高さ243m、地上48階、地下3階。
近隣のビルには高さ120～150mと2 0 0m超の
2種類があり、周囲とのバランスを保つため高さ
150m（38階）以上をツインタワーとした。なお、
第二本庁舎は高さ163m、地上34階、地下3階、
都議会議事堂は高さ41m、地上7階、地下1階

至新宿駅
243m

都議会議事堂第一本庁舎第二本庁舎

所員が思い思いに模型を作り、丹下が選んだアイデアを磨き
上げる。丹下にとって模型はディスカッションの手段だった

写真：©村井修

163m

東京都庁舎全景。手前が都議会議事堂、
右奥のツインタワーが第一本庁舎、その
左が第二本庁舎

世
界
都
市
東
京
の
シ
ン
ボ
ル

　
丹
下
健
三
は
1
9
3
8
年
に
前
川
國
男

建
築
設
計
事
務
所
に
就
職
し
、建
築
家
と

し
て
出
発
し
た
。の
ち
大
学
院
に
進
み
、

終
戦
翌
年
の
1
9
4
6
年
に
東
京
大
学

工
学
部
建
築
学
科
助
教
授
に
就
任
。広
島

平
和
記
念
公
園（
’54 
年
竣
工
）の
設
計
で

一
躍
そ
の
名
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
と
、

旧
東
京
都
庁
舎（
’57 
年
竣
工
）を
は
じ
め

数
々
の
公
共
建
築
を
手
掛
け
て
い
っ
た
。 

　

1
9
6
0
年
代
に
入
る
と
、国
立
代
々
木

競
技
場*

2
と
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア

大
聖
堂（
と
も
に
’64 
年
竣
工
）と
い
う
、時

代
を
超
え
て
日
本
を
代
表
す
る
建
築
物

を
立
て
続
け
に
設
計
。1
9
7
0
年
の
大

阪
万
博
で
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
担
当
し

た
。中
心
施
設「
お
祭
り
広
場
」の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
制
作
者
に
、丹
下
は
岡
本
太
郎
を

推
薦
。岡
本
が
提
示
し
た
案
は
、万
博
の

テ
ー
マ「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」に
真
っ
向

か
ら
対
峙
す
る
原
始
的
な
造
形「
太
陽
の

塔
」で
あ
り
、大
屋
根
を
突
き
抜
け
る
様

は
後
年「
岡
本
・
丹
下
の
対
決
」と
い
う
逸

話
を
生
ん
だ
。実
際
は
岡
本
の
参
画
時
点

で
、穴
が
開
い
た
大
屋
根
の
模
型
が
先
行

発
表
さ
れ
て
い
た
。「
太
陽
の
塔
」が
人
々

＊1 urbanity：優雅さ、上品さなどの意味があり、丹下は主に「都市らしさ」の意味合いで多用していた。　＊2 竣工当時の呼称は国立屋内総合競技場。　
＊3 いずれの計画も進行中。　＊4 OUB：Overseas Union Bank（現名称はワン・ラッフルズ・プレイスタワー１）。高さ280mは、竣工当時アジアNo.1の高層建築だった。　
＊5 丹下健三＋都市・建築設計研究所（現丹下都市建築設計）。1961年設立。　＊6 空を背景として、高層建築物や山岳の稜線などが描く輪郭線。 

　

1
9
8
5
年
11
月
、新
東
京
都
庁
舎

の
コ
ン
ペ
が
公
示
さ
れ
た
。当
時
丸
の
内

に
あ
っ
た
旧
都
庁
舎
の
老
朽
化
、各
部
局

の
建
物
の
分
散
、執
務
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘

化
か
ら
、西
新
宿
の
淀
橋
浄
水
場
跡
地
3

区
画
へ
の
移
転
と
職
員
約
1
3
0
0
0
人

を
収
容
す
る
庁
舎
の
建
築
が
決
ま
っ
た
。 

　

行
政
棟
と
都
議
会
棟
、都
民
広
場
を
ど

う
配
置
す
る
か
が
コ
ン
ペ

の
焦
点
と
な
っ
た
。か
ね

て
よ
り
取
り
組
ん
で
い

た
超
高
層
建
築
の
ス
タ

デ
ィ
で
得
た
知
見
か
ら
、

丹
下
は
所
員
と
と
も
に

1
0
0
に
及
ぶ
ア
イ
デ

ア
を
検
討
。配
置
計
画*

7

と
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
性

を
12
月
末
に
固
め
、年
明

け
か
ら
構
造
、設
備
、防

災
対
策
を
詰
め
て
い
っ

た
。コ
ン
ペ
締
め
切
り
の

2
月
末
、72
歳
の
丹
下
は

所
員
と
と
も
に
深
夜
ま

で
図
案
を
仕
上
げ
た
と

い
う
。9
社
競
合
の
末
、

丹
下
案
が
選
ば
れ
た
。 

　

都
市
計
画
家*

8
で
も
あ
る
丹
下
は
、

都
市
軸
を
つ
ね
に
意
識
し
て
き
た
。都
民

が
集
え
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
広
場
を
東
京

の
中
心
に
据
え
る
。そ
れ
を
抱
く
よ
う

に
、都
民
を
代
表
す
る
都
議
会
の
議
事
堂

が
建
つ
。広
場
と
議
事
堂
の
中
央
を
走
る

都
市
軸
の
先
に
、第
一
本
庁
舎
の
ツ
イ
ン

タ
ワ
ー
が
建
つ―

設
計
当
初
か
ら
こ
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
。 

　
各
棟
を
つ
な
い
だ
空
中
歩
廊
の
柱
列
が

都
民
広
場
を
ぐ
る
り
と
囲
む
こ
と
で

「
ア
ー
バ
ニ
テ
ィ
の
高
い
空
間
」を
生
み
出

し
て
い
る
。「
囲
わ
れ
て
こ
そ
広
場
で
あ

り
、柱
列
は
社
会
と
建
築
の
接
点
」と
の

丹
下
の
意
図
が
こ
こ
に
あ
る
。 

　

第
一
本
庁
舎
を
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
と
し
た

の
は
、高
さ
2
5
0
ｍ
に
迫
る
単
純
な
直

方
体
が
そ
び
え
る
と
、都
民
広
場
か
ら
続

く
都
市
軸
が
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
、

見
る
人
に
圧
迫
感
を
与
え
る
か
ら
だ
。

丹
下
は
建
物
を
分
節
化
す
る
こ
と
で
全

体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン（
縦
横
比
）を
細
く

見
せ
、圧
迫
感
を
抑
え
る
と
同
時
に
、

遠
く
か
ら
見
て
も
そ
れ
と
わ
か
る
固
有

の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
描
く
こ
と
に
成
功

し
た
。 

　

丹
下
が
特
に
心
を
砕
い
た
の
が
、南
側

の
区
画
に
位
置
す
る
第
二
本
庁
舎
と
の
一

体
感
を
ど
う
演
出
す
る
か
で
あ
っ
た
。そ

こ
で
、第
二
本
庁
舎
の
上
部
を
三
つ
に
分

け
、第
一
本
庁
舎
に
向
か
っ
て
段
々
に
低

く
す
る
こ
と
で
、都
民
広
場
か
ら
見
る
と

第
二
本
庁
舎
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
と
い

う
景
観
を
可
能
に
し
た
。「
建
築
は
た
だ

の
箱
で
は
な
い
。表
情
が
あ
る
も
の
を
造

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
丹
下
の

に
残
し
た
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、2
人

の
合
作
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。 

　

有
名
建
築
を
次
々
に
生
み
出
す
一
方
、

丹
下
は
構
想「
東
京
計
画
1
9
6
0
」を

発
表
す
る
。当
時
す
で
に
過
密
状
態
に

あ
っ
た
東
京
の
都
心
部
が
発
展
し
続
け
る

に
は
限
界
が
あ
る
。丹
下
は
、東
京
湾
上

に
新
た
な
都
市
を
創
る
大
胆
な
未
来
像

を
世
に
問
い
か
け
た
。 

　

1
9
6
3
年
の
大
地
震
で
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
マ
ケ
ド
ニ
ア（
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
）の
首
都
ス
コ
ピ
エ
の
都
心
部

再
建
計
画
を
機
に
、1
9
7
0
年
代
に
は

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
の
都
市
計
画

や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
オ
ラ
ン
総
合
大
学
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
新
首
都
都
心
計
画
を
手
掛

け
る
な
ど
世
界
を
飛
び
回
っ
た*

3
。 

　

1
9
8
0
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

O
U
B
セ
ン
タ
ー（
’86 
年
竣
工
）*

4
を
設
計

す
る
と
、丹
下
の
視
線
は
超
高
層
建
築
へ

と
向
け
ら
れ
た
。建
築
事
務
所*

5
の
所
員

と
と
も
に
、当
時
超
高
層
建
築
ブ
ー
ム
が

起
き
て
い
た
ア
メ
リ
カ
な
ど
を
巡
り
、帰

国
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
模
型
を
試

作
。斬
新
な
構
造
で
、都
市
の
象
徴
と
な

る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン*

6
を
描
け
る
超
高
層

建
築
を
模
索
し
、ス
タ
デ
ィ
を
重
ね
て

い
っ
た
。 

矜
持
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　

丹
下
が
新
東
京
都
庁
舎
の
設
計
で
め

ざ
し
た
の
は
、世
界
都
市
東
京
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
建
築
だ
っ
た
。江
戸
以
来
の
伝

統
が
持
つ
東
京
の
文
化
性
を
木
造
建
築

に
お
け
る
町
家
の
格
子
窓
の
パ
タ
ー
ン

に
、世
界
の
最
先
端
を
進
む
東
京
の
先
進

性
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
集
積
回
路
の

パ
タ
ー
ン
に
求
め
、外
壁
の
デ
ザ
イ
ン
で

両
者
の
融
合
を
図
っ
た
。 

　

新
た
な
東
京
都
庁
舎
は
1
9
9
1
年
、

丹
下
78
歳
の
年
に
完
成
し
た
。こ
の
と
き

丹
下
が
採
用
し
た
建
築
哲
学
は
、そ
の
後

に
手
掛
け
た
新
宿
パ
ー
ク
タ
ワ
ー（
’94 
年

竣
工
）や
フ
ジ
テ
レ
ビ
本
社
ビ
ル（
’96 
年

竣
工
）に
も
見
ら
れ
る
。 

　

丹
下
は
2
0
0
5
年
、91
歳
で
亡
く

な
っ
た
。終
生
最
も
尊
敬
し
た
人
物
が
、彫

刻
家
、画
家
、建
築
家
と
し
て
美
を
追
求

し
続
け
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
だ
っ
た
。

「
美
し
き
も
の
の
み
機
能
的
で
あ
る
」

―

生
前
の
丹
下
の
言
葉
だ
。「
建
築
は

人
に
感
動
を
与
え
る
も
の
で
な
く
て
は

い
け
な
い
。美
し
く
な
け
れ
ば
、使
わ
れ

続
け
る
こ
と
も
な
い
」。丹
下
晩
年
の
代

表
作
で
あ
る
美
し
き
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
、

世
界
都
市
東
京
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
見

事
に
機
能
し
続
け
て
い
る
。 

丹下 健三

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と

「
ア
ー
バ
ニ
テ
ィ*

1

」の
追
求

き
ょ
う
あ
い

ア
ー
バ
ニ
ス
ト

ス
パ
イ
ン

＊7 本庁舎を2つの棟に分けた理由は次の2点による。① 都の規定により、容積率1300%以下とする。② 新宿副都心協議会の協定により、
地上階の高さは250m以下とする。　＊8 urbanist：「urbanity」と「-ist」を組み合わせた、丹下健三による造語。

たんげ けんぞう

1913年、大阪府生まれ。1938年、東京帝国大学工学部建築学科を卒業し前川國男建築設計事務所
に入所。1941年から東京帝国大学大学院にて都市計画を専攻し、1946年、東京大学工学部建築学科
助教授に就任。1961年、丹下健三＋都市・建築設計研究所（現・丹下都市建築設計）を設立。東京大学
工学部都市工学科教授（1963年～）を経て、1974年に東京大学を定年退官し名誉教授に。2005年、逝去。
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外装材に濃淡2種類の御影石を使用すること
で町家の格子窓のパターンを描き、江戸以来
の伝統が持つ東京の文化性を表現した 

都民と職員を迎える第一本庁舎1階エントランスホール

第一本庁舎の最上部は、パラボラアンテナの
増築スペース確保のため45度ずらしてある。
「建築物の輪郭線からアンテナが出てしまった
ら美しくない」という丹下のこだわりでもある 

第一本庁舎1階の外壁。外装材に江戸切り目
地という仕上げを施すことで、伝統的な石積
みの重量感を表現している 

半楕円形に広がる都民広場。バチカンのサン・ピエトロ広場のほか、丹下が尊敬するミケランジェロ設計の
ローマ・カンピドリオ広場や、同じくイタリアのシエナにある半円形のカンポ広場を参考に設計された 

第一本庁舎45階の展望室。一般に無料開放
され、ほぼ東京全域を見渡すことができる

第一本庁舎1階の曲線階段。
素材を薄く、軽く見せる工法
が施されている

都議会議事堂の本会議場。議事と傍聴の
しやすさを考慮し、楕円形に設計されている

第一本庁舎1-2階の吹き抜け。低層階はホールや大会議室に使用されるため、エレベーターを新宿中央公園側に配置して柱をなくし、
大空間が成立可能な構造とした。また、天井部分は人間の動線を意識してデザインしたところ、集積回路のようなパターンになったという 

職員が行き来しやすいよう、各棟は空中歩廊でつながっ
ている。写真は第一・第二本庁舎の3階をつなぐ部分 西側の新宿中央公園から見た東京都庁舎

　

1
9
8
5
年
11
月
、新
東
京
都
庁
舎

の
コ
ン
ペ
が
公
示
さ
れ
た
。当
時
丸
の
内

に
あ
っ
た
旧
都
庁
舎
の
老
朽
化
、各
部
局

の
建
物
の
分
散
、執
務
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘

化
か
ら
、西
新
宿
の
淀
橋
浄
水
場
跡
地
3

区
画
へ
の
移
転
と
職
員
約
1
3
0
0
0
人

を
収
容
す
る
庁
舎
の
建
築
が
決
ま
っ
た
。 

　

行
政
棟
と
都
議
会
棟
、都
民
広
場
を
ど

う
配
置
す
る
か
が
コ
ン
ペ

の
焦
点
と
な
っ
た
。か
ね

て
よ
り
取
り
組
ん
で
い

た
超
高
層
建
築
の
ス
タ

デ
ィ
で
得
た
知
見
か
ら
、

丹
下
は
所
員
と
と
も
に

1
0
0
に
及
ぶ
ア
イ
デ

ア
を
検
討
。配
置
計
画*

7

と
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
性

を
12
月
末
に
固
め
、年
明

け
か
ら
構
造
、設
備
、防

災
対
策
を
詰
め
て
い
っ

た
。コ
ン
ペ
締
め
切
り
の

2
月
末
、72
歳
の
丹
下
は

所
員
と
と
も
に
深
夜
ま

で
図
案
を
仕
上
げ
た
と

い
う
。9
社
競
合
の
末
、

丹
下
案
が
選
ば
れ
た
。 

　

都
市
計
画
家*

8
で
も
あ
る
丹
下
は
、

都
市
軸
を
つ
ね
に
意
識
し
て
き
た
。都
民

が
集
え
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
広
場
を
東
京

の
中
心
に
据
え
る
。そ
れ
を
抱
く
よ
う

に
、都
民
を
代
表
す
る
都
議
会
の
議
事
堂

が
建
つ
。広
場
と
議
事
堂
の
中
央
を
走
る

都
市
軸
の
先
に
、第
一
本
庁
舎
の
ツ
イ
ン

タ
ワ
ー
が
建
つ―

設
計
当
初
か
ら
こ
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
。 

　
各
棟
を
つ
な
い
だ
空
中
歩
廊
の
柱
列
が

都
民
広
場
を
ぐ
る
り
と
囲
む
こ
と
で

「
ア
ー
バ
ニ
テ
ィ
の
高
い
空
間
」を
生
み
出

し
て
い
る
。「
囲
わ
れ
て
こ
そ
広
場
で
あ

り
、柱
列
は
社
会
と
建
築
の
接
点
」と
の

丹
下
の
意
図
が
こ
こ
に
あ
る
。 

　

第
一
本
庁
舎
を
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
と
し
た

の
は
、高
さ
2
5
0
ｍ
に
迫
る
単
純
な
直

方
体
が
そ
び
え
る
と
、都
民
広
場
か
ら
続

く
都
市
軸
が
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
、

見
る
人
に
圧
迫
感
を
与
え
る
か
ら
だ
。

丹
下
は
建
物
を
分
節
化
す
る
こ
と
で
全

体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン（
縦
横
比
）を
細
く

見
せ
、圧
迫
感
を
抑
え
る
と
同
時
に
、

遠
く
か
ら
見
て
も
そ
れ
と
わ
か
る
固
有

の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
描
く
こ
と
に
成
功

し
た
。 

　

丹
下
が
特
に
心
を
砕
い
た
の
が
、南
側

の
区
画
に
位
置
す
る
第
二
本
庁
舎
と
の
一

体
感
を
ど
う
演
出
す
る
か
で
あ
っ
た
。そ

こ
で
、第
二
本
庁
舎
の
上
部
を
三
つ
に
分

け
、第
一
本
庁
舎
に
向
か
っ
て
段
々
に
低

く
す
る
こ
と
で
、都
民
広
場
か
ら
見
る
と

第
二
本
庁
舎
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
と
い

う
景
観
を
可
能
に
し
た
。「
建
築
は
た
だ

の
箱
で
は
な
い
。表
情
が
あ
る
も
の
を
造

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
丹
下
の

矜
持
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　

丹
下
が
新
東
京
都
庁
舎
の
設
計
で
め

ざ
し
た
の
は
、世
界
都
市
東
京
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
建
築
だ
っ
た
。江
戸
以
来
の
伝

統
が
持
つ
東
京
の
文
化
性
を
木
造
建
築

に
お
け
る
町
家
の
格
子
窓
の
パ
タ
ー
ン

に
、世
界
の
最
先
端
を
進
む
東
京
の
先
進

性
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
集
積
回
路
の

パ
タ
ー
ン
に
求
め
、外
壁
の
デ
ザ
イ
ン
で

両
者
の
融
合
を
図
っ
た
。 

　

新
た
な
東
京
都
庁
舎
は
1
9
9
1
年
、

丹
下
78
歳
の
年
に
完
成
し
た
。こ
の
と
き

丹
下
が
採
用
し
た
建
築
哲
学
は
、そ
の
後

に
手
掛
け
た
新
宿
パ
ー
ク
タ
ワ
ー（
’94 
年

竣
工
）や
フ
ジ
テ
レ
ビ
本
社
ビ
ル（
’96 
年

竣
工
）に
も
見
ら
れ
る
。 

　

丹
下
は
2
0
0
5
年
、91
歳
で
亡
く

な
っ
た
。終
生
最
も
尊
敬
し
た
人
物
が
、彫

刻
家
、画
家
、建
築
家
と
し
て
美
を
追
求

し
続
け
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
だ
っ
た
。

「
美
し
き
も
の
の
み
機
能
的
で
あ
る
」

―

生
前
の
丹
下
の
言
葉
だ
。「
建
築
は

人
に
感
動
を
与
え
る
も
の
で
な
く
て
は

い
け
な
い
。美
し
く
な
け
れ
ば
、使
わ
れ

続
け
る
こ
と
も
な
い
」。丹
下
晩
年
の
代

表
作
で
あ
る
美
し
き
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
、

世
界
都
市
東
京
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
見

事
に
機
能
し
続
け
て
い
る
。 
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